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第 2 章では、高照射(1.3X 1026n/m2 (E> 1MeV)) オーステナイト系 SUS304ステンレス鋼においては、高温高
圧水中低ひずみ速度引っ張り試験法 (SSRT) において溶存酸素濃度を 1 ppm 未満にしても、粒界割れ感受性は消失
しないことを見出している。すなわち、高照射 SUS304 鋼には、水素誘起割れ感受性あるいは粒界の脆化感受性の
生じる可能性を見出している。本研究では、粒界割れ感受性に着目し、その評価に関する研究を行っているo
第 3 章では、水素誘起割れ感受性に及ぼす水素含有量の影響を確認するため、まず照射済み SUSS304鋼中の含有
水素量を測定している o 含有水素量は照射量の増加とともに増加し、その値は計算生成水素量に低照射域(孟5X 1024 
n/m2) の含有水素量を加えた値とほぼ同じであることを明らかにしている。照射量の増加に伴う水素量の増加因子
は主に核変換によって生成される水素によっていることを明らかにしている。
第 4 章では、鋼中水素の水素誘起割れに及ぼす影響を確認するため、不活性ガス (Ar) 中で SSRT 試験を実施し、





第 6 章では、第 5 章で提案した水素処理法を用いて照射済み SUS304 鋼の粒界割れ感受性を評価し、照射量依存
性を確認している。照射材は、照射量が4_6X 102sn/ m2で、粒界割れ感受性が現われ、照射量が増すにしたがって感
受性はさらに大きくなることを明らかにしている。
第 7 章では、 SQUID センサを用いて、磁気的特性から中性子照射材の粒界割れ感受性の出現を予測できることを
明らかにしている。









1 ) 高照射(1.3X 1026n/ m2 (E> 1Me V) したオーステナイト系 SUS304ステンレス鋼について、高温高圧水中
SSRT 法を用いて、割れ感受性を検討し、溶存酸素濃度を 1ppm 未満にしても、粒界割れ感受性は消失しない
ことを見出しているo すなわち、高照射 SUS304鋼には、水素誘起割れ感受性あるいは粒界の脆化感受性の可能
性のあることを見出している o
2 ) 照射済み SUS304 鋼中の含有水素量を測定し、含有水素量が照射量の増加とともに増加し、その値は計算生
成水素量に低照射域(孟5X 1024n/ m 2) の含有水素量を加えた値とほぼ同じであることを見出し、照射量の増加
に伴う水素量の増加因子は主に核変換によって生成される水素によっていることを明らかにしているo





5 ) 水素処理法を用いて照射済み SUS304鏑の粒界割れ感受性を評価し、照射量依存性を確認している。照射材は、






与するところが大き ~'o よって本論文は博士論文として価値あるものと認める o
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